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盲目の洞窟魚が目の成長への鍵を提供する可能性あり、 
とサイエンス誌の著者報告 
 
幽霊のように青白く、盲目の洞窟魚は通常であれば目のある場所に、しなびて退化

した眼球を持つ。しかし、サイエンス誌 7月 28日号にある研究者の報告によると、
水表に棲息し目の見える同種魚の水晶体を稚魚に与えると、通常の目を発達させる

ことが可能だという。 
 
カレッジパークにあるメリーランド大学の生物学者ウィリアム R. ジェフリーは、
この発見は目の成長と発達にかかわる遺伝子要素を研究する新方法を示唆するか

もしれないと指摘する。 
 
博士課程終了後の研究者であるヤマモト・ヨシユキと共著でサイエンス誌に論文を

書いたジェフリーは、こうした基礎研究が最終的に特定の形態の視力喪失をより良

く理解することにつながるかもしれない、としている。 
 
「眼科医は、角膜移植のような新プロセスを含めて、盲目の研究分野で進歩を続け

ている。我々のグループは目の発達と成長に関する遺伝要素への基本的洞察に貢献

することを願っている。現在の研究の焦点は、研究室で実験できる胎生魚で基本的

な発達メカニズムを確認することである」とジェフリーは述べている。 
 
ジェフリーとヤマモトは発達中の洞窟魚が水晶体移植後に視力を得たのかどうか

はまだ判断できないとしている。しかし、暗所に棲息する小さな魚は、様々な可能

性のある目の成長要素をすばやくテストする単純な方法を示唆している。 
 
「水晶体が目の成長の起因となる信号的メカニズムの基礎であることが前段階と

して確認できた」と、同大学生物学部の学科長であり、教授でもあるジェフリーは

説明する。「通常の水晶体によって隠されている繊維芽細胞成長要素のようなガラ

ス球を覆うこともでき、それを洞窟魚の目に入れ、目の成長を刺激するかどうかを

観察することも可能だ、と我々は考えている。」 
 
胎生魚としては、メキシコ北東部の海底にある洞窟で収集されたアスチュナクス・

メキシカナスとして知られる洞窟魚が目を形成し始めている。しかし、幼い水晶体

はすぐに退化し、水晶体からの信号に依存する角膜、虹彩、瞳孔、その他の視覚細

胞は不在か、あるいは未発達になる、とサイエンス誌は伝える。成魚の洞窟魚の場



合、残っているものは、皮膚のえらぶたによって覆われた、落ち窪んだ目の遺物で

ある。 
 
水晶体が目の成長を促す役目を果たしているのかどうかを知るために、研究チーム

は洞窟の外の表面流から収集した、非常に近い種類で目の見える洞窟魚と盲目の洞

窟魚を比較した。水表に棲息する魚の胎生魚から採取した水晶体の先駆物質細胞は、

洞窟魚の退化した水晶体細胞を除去した後に、発達中の洞窟魚の目のくぼみに外科

的に移植された。各洞窟魚の目に水晶体を移植することによって、研究者は同じ動

物の退化する水晶体と、移植した水晶体の眼形成能力を比較することができた。 
 
ジェフリーとヤマモトが洞窟魚の移植側により大きな目を認めたのは移植から8日
以内であった。移植から 2ヶ月後には、洞窟魚は独特の瞳孔、角膜、虹彩のある大
きな目を成長させた。さらに、移植した水晶体を持つ目の網膜は棹状体光受容器細

胞を示したが、これは退化した洞窟魚の目には存在しないか、あるいは、存在して

もまれなことである。「水晶体は、洞窟魚の進化の何百万年にも及ぶ歴史の中で失

われた目組織の発達を刺激することが可能である」ということを、これらが示して

いるとジェフリーは述べる。 
 
実験が逆になった場合、つまり、水表面に棲息する魚が洞窟魚の水晶体をもらった

場合には、移植は目の成長を促さなかった。それゆえ、研究者の結論は「目の他の

組織に信号を送る水晶体の変化は洞窟魚の目の退化における主原因である」となる。

しかし研究者は他の要素も目の喪失に貢献している可能性があることを警告して

おり、ジェフリーの研究室ではさらなる研究が進められている。 
 
ヤマモトは「メカニズムがどのように機能するのかがはっきり分かれば、洞窟魚の

水晶体の退化をいつか防止できるようになるかもしれない」と述べている。 
 
サイエンス誌の論文に説明された研究は、全米科学財団の支援によるものです。こ

の論文のコピーを希望される場合には、電話 202-326-6440までご連絡いただくか、
あるいは scipak@aaas.orgまでメールにてご連絡ください。 


